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【肝病態生理研究のあゆみ】
LPS微量前投与による実験的急性肝傷害防御作用の検討
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加することは数多くの報告がなされているがＭ１，

ＮＯの役割に関しては，細胞保護または細胞傷害の

二面性が報告されている。産生されたＮＯの役割を

論ずるためには，ＮＯの気体としての性質を理解し，

その動態を経時的に観察することが必要条件である

はじめに

グラム陰性禅菌の菌体成分であるlipopolysaccha‐

ride(LPS)の投与によって引き起こされる敗血症時

に，尿中，血中に一酸化窒素(ＮＯ)の代謝産物が増
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